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大和都市計画第一種市街地再開発事業の変更について

次の付議案を提出する。

平成２２年 ７月２２日

奈良県都市計画審議会会長

(５)



都 計 第 １ ８ 号 の ２

平成２２年 ７月１４日

奈良県都市計画審議会会長 殿

奈良県知事 荒井 正吾

大和都市計画第一種市街地再開発事業の変更について

（付議）

このことについて、都市計画法第２１条第２項において準用する同法

第１８条第１項の規定により、次のように審議会に付議する。

(６)





 大和都市計画第一種市街地再開発事業の変更 理由書   生駒駅北口周辺地区は、生駒市総合計画において、本市の玄関口である近鉄生駒駅周辺地域を中心としつつ、隣接する東生駒駅周辺地域と一体となった都市拠点を形成し、生駒駅前北口再開発事業等によって様々な都市機能の集積を図る地区として位置づけており、交通結節点としての機能強化に加え、魅力的な商業施設と利便性の高い公共公益施設が配置され、うるおいとにぎわいのある都市拠点の形成や歩いて暮らせるコンパクトなまちの形成を図ることを目標に掲げている。 本地区においては、細分化された土地に低層木造住宅や店舗が密集するなど十分な土地利用が図られていなかったことから、市街地再開発事業による地区の更新、駅周辺機能の充実が求められ、市街地再開発事業の実施により、商業・業務機能の更新、駅前広場の拡大や道路の整備による都市基盤整備を行い、都市間競争に対応できる魅力ある街づくり目指すことを目的として、昭和６２年に生駒駅前北口地区第一種市街地再開発事業の都市計画決定を、平成２年には第一地区から第四地区まで区域を拡大する変更を行い、平成９年に第一地区、平成１７年には第四地区の整備が完了したところである。 人口減少・少子高齢化時代における持続的な都市経営や経済の維持のためには、本市の中心市街地である生駒駅周辺地区へのまちなか居住を推進し、商業の活性化や、にぎわいの創出を図る都市空間、誰もが快適に歩いて暮らせる交通環境の整備が必要である。 このため、商業・業務との複合利用を進めながら、居住機能の整備と交通機能の充実をより一層進めるため、生駒駅前北口地区第一種市街地再開発事業に関する都市計画の変更を行うものである。                                                                                     （ ８ ） 
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